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教職を目指す学生への期待

• クラウドを使った学習環境や授業への対応

• 起点となるGoogle Classroomの活用

• 各種アプリを駆使した協働学習の実現

• 自分の免許教科における指導観のupdate
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Google for Educationの利用
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先生アカウントでログイン

• Chromeブラウザの右上から
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とりあえず同意して…
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ログインには少し時間がかかります

• 同期は有効にします
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警告が出たら…

• 以前、違うアカウントを使っている場合は

こんな警告が出ることがあります。

・「これは私です」で先に進みます。
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プロフィール

• プロフィールを

作成します。
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同期の有効化

• いろいろな場所

や端末で使う

場合はONに！
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アプリの利用

• 右上のアプリアイコン

にいってボタンを

押すと…
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アプリアイコン



アプリの利用

• Google for Education
で提供されているアプリ

が表示される

• Classroomは？

11



ドライブを選択

• ドライブを選択

• その後にアプリアイコンを選択
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Classroom発見

• 今度はClassroom
を見つけることが

できました

• でも、その前に…
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Googleドライブの活用
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• Googleドライブの仕組みを

理解しよう！

別の機械で
・生徒ユーザーでログイン
・生徒のIDでGoogle Drive
を表示させよう

・共有ドライブがない？



新しい共有ドライブの作成

• 教師のアカウントで 右ウインドで右クリック
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共有ドライブ名の入力
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• 他の人と区別できる名前で入力します

• 良ければ、作成を押します



誰と、どこまで共有するのか？！

• メンバー管理で共有するユーザーを設定
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共有するユーザーは表計算ソフトで指定

• 教師用の「HUE_講義の資料」に移動し

• 表計算ソフトを起動

• 自分と奥崎を選択し、コピーしたら表計算の
ブラウザのタグを閉じる

• 「〇〇〇の生徒用のドライブ」フォルダーに移
動し、メンバーを管理のところを開く

• コピーしたユーザーをここに張り付ける
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メンバー管理から共有者を登録

19ここに貼り付け



ユーザーがいれば

• ユーザーが表示され通知やメッセージも送れ
る
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共有の権限

• 管理者か閲覧者か
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生徒との共有ドライブに教材を入れる

• 教師の機械で第09時のフォルダーを開き

• 中の５つのファイルを選択し、コピーを作成

• マイドライブにコピーされた５つのファイルを
選択して、「指定の場所に移動」

• 共有ドライブの「〇〇〇のドライブ」を選択し

• 一番下の青い「移動」を選択する
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指定の場所に移動
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生徒用の共有ドライブを指定
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※移動のボタンが表示されない場合は、Google admin から
設定を変える必要があります。



生徒用共有ドライブに移動完了！
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生徒のアカウントで確認

• 生徒用の機械で、共有フォルダー内のファイ
ルが閲覧できるかどうか、確認してみましょう
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なぜ、こんなにコピーがやりにくいのか

• 共有ファイルという感覚を持つこと

• 誰がどこで内容を編集するか分からない

• こうした権限をしっかりと管理するために必要
な考え方
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ファイルやフォルダーの権限

28

権限のない
ところには、
書き込めない
ようになって
いる



こうしたものをやりやすく管理するのが
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今日の課題！

• 奥崎の「先生アカウント」が、君たちの作成し
た「生徒用の共有ドライブ」にアクセスできる
ように、共有の設定をしてください。
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